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概

況

 
 

九
州
の
ほ
ぼ
中
央
、
県
の
最
北
端
に
位
置
し
、
東
西
北
部
は
大
分
県
と
、
南
部
は
南
小
国
町

に
接
す
る
、
人
口
七
、
八
七
七
（
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
）
、
面
積
約
一
三
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
町
で
あ
る
。
大
分
県
境
に
は
涌
蓋
山
、
一
目
山
、
吉
武
山
、
亀
石
山
な
ど
の
一
、
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
々
が
連
な
り
、
小
国
杉
で
有
名
な
一
大
森
林
地
帯
を
な
し
て
い
る
。
町
の

中
心
を
西
北
に
流
れ
る
杖
立
川
は
、
志
賀
瀬
川
、
湯
田
川
、
北
里
川
な
ど
を
合
流
し
て
深
い
渓

谷
を
な
し
、
大
分
県
に
入
り
、
津
江
川
と
合
流
し
、
筑
後
川
の
源
流
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
の

耳
目
を
集
め
た
下
筌
ダ
ム
や
松
原
ダ
ム
も
今
で
は
遠
く
は
福
岡
県
民
の
命
の
水
が
め
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。地
勢
は
、
南
部
の
政
治
経
済
の
中
心
地
宮
原
を
中
心
か
ら
東
部
、

北
部
と
次
第
に
高
く
な
り
、
起
伏
は
著
し
く
、
標
高
三
百
か
ら
八
百
メ
ー
ト
ル
の
所
に
耕
地
、

山
林
、
原
野
が
開
け
て
い
る
。

 
 

産
業
は
農
林
業
が
主
で
、
農
業
は
米
、
野
菜
、
畜
産
の
複
合
経
営
で
あ
る
。
酪
農
で
は
、
乳

牛
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
に
よ
る
牛
乳
・
バ
タ
ー
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
全
国
各
地
に
出
荷
さ
れ
特
産
品
と

し
て
好
評
を
博
し
て
い
る
。
林
業
で
は
、
町
制
施
行
五
〇
周
年
を
期
に
、
特
産
で
あ
る
「
小
国

杉
」
を
活
か
し
た
「
悠
木
の
里
」
づ
く
り
が
提
唱
さ
れ
、
木
を
主
体
と
し
た
町
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
た
。

 
 

交
通
は
、
国
道
二
一
二
号
が
町
を
南
北
に
走
り
、
東
西
に
走
る
国
道
三
八
七
号
が
中
心
部
で

交
差
し
て
い
る
。

 
 

名
所
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
は
、
悠
木
の
里
づ
く
り
の
第
一
歩
と
さ
れ
、
国
鉄
駅
跡
地
に

建
設
さ
れ
た
「
道
の
駅
小
国
ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
杉
角
材
を
利
用
し
た
「
小
国
ド
ー
ム
」
、

当
町
が
生
ん
だ
世
界
的
細
菌
学
者
北
里
柴
三
郎
を
顕
彰
す
る
た
め
の
北
里
記
念
館
、
坂
本
善
三

美
術
館
、
樹
齢
千
年
以
上
の
国
指
定
天
然
記
念
物
下
城
大
イ
チ
ョ
ウ
、
滝
の
裏
側
に
濡
れ
る
こ

と
な
く
入
る
こ
と
が
で
き
る
鍋
ケ
滝
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
杖
立
温
泉
は
、
古
く
か
ら
温
泉
場

と
し
て
知
ら
れ
、
弘
法
大
師
が
開
い
た
と
の
伝
説
を
持
つ
。
町
の
北
東
部
に
は
、
岳
の
湯
、
は

げ
の
湯
、
山
川
温
泉
な
ど
か
ら
な
る
わ
い
た
温
泉
郷
が
あ
り
、
温
泉
の
蒸
気
で
蒸
し
た
野
菜
や

卵
、
鶏
な
ど
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
る
。

二 
 

町
名
の
由
来
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古
墳
時
代
、
阿
蘇
氏
が
勢
力
を
振
い
、
四
方
に
兵
力
を
さ
し
向
け
て
征
服
の
手
を
延
ば
し
た

こ
と
が
神
話
に
書
か
れ
て
い
る
。
阿
蘇
神
社
の
祭
神
、
建
磐
竜
命
が
阿
蘇
の
山
上
か
ら
四
方
を

拝
し
、
三
方
に
矢
を
放
た
れ
た
。
矢
の
落
ち
た
所
が
、「
御
矢
の
原
」
（
現
在
の
宮
の
原
）
で
、

矢
の
雄
神
、
水
の
雄
神
の
二
神
が
命
の
言
い
つ
け
で
巡
視
に
こ
ら
れ
た
と
き
、
御
矢
の
原
の
地

主
、
大
河
片
澄
が
二
神
を
迎
え
伏
し
て
、「
臣
を
御
手
の
中
に
お
ま
か
せ
給
え
ば
、
臣
が
国
、
小

な
り
と
雖
も
、
青
山
四
方
を
巡
り
て
住
み
吉
の
国
な
り
、
臣
従
わ
ば
皆
服
し
奉
る
べ
く
誰
一
人

と
し
て
背
く
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
申
し
あ
げ
た
。
こ
の
言
葉
の
中
の
「
国
小
な
り
」
か
ら

「
小
国
」
の
地
名
が
生
ま
れ
た
と
い
う
（
小
国
郷
史
か
ら
）
。

 
 

平
成
一
二
年
三
月
に
県
が
策
定
し
た
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
に
お
い
て
は
、
当
地
域
に
つ
い

て
は
、
一
の
宮
町
、
阿
蘇
町
、
南
小
国
町
、
小
国
町
、
産
山
村
、
波
野
村
の
六
町
村
が
合
併
パ

タ
ー
ン
と
し
て
示
さ
れ
、
こ
れ
を
一
つ
の
叩
き
台
と
し
て
地
域
で
検
討
が
始
ま
っ
た
が
、
小
国

町
は
、
比
較
的
早
期
の
段
階
か
ら
、
近
接
地
で
あ
る
南
小
国
町
を
軸
と
し
た
合
併
検
討
を
示
唆

し
て
い
た
。

 
 

南
小
国
町
、
小
国
町
の
二
町
は
、
平
成
一
五
年
二
月
に
任
意
協
議
会
を
設
置
、
翌
平
成
一
六

年
六
月
に
法
定
協
議
会
に
移
行
し
て
の
合
併
協
議
が
行
わ
れ
た
が
、
同
年
七
月
の
南
小
国
町
で

の
住
民
投
票
の
結
果
、
二
町
合
併
反
対
票
が
賛
成
票
を
大
き
く
上
回
り
、
法
定
協
議
会
は
解
散

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
小
国
町
に
お
け
る
合
併
検
討
の
機
運
は
そ
の
ま
ま
終
息
し
て
し
ま
っ
た
。

（
第
二
編
「
阿
蘇
地
域
」
参
照
）

 
 

小
国
町
は
、
南
小
国
村
と
と
も
に
、小
国
郷
と
称
さ
れ
、
上
古
の
阿
蘇
の
国
に
属
し
て
い
た
。

天
正
一
六
年
（
一
五
八
六
）
六
月
、
加
藤
清
正
の
入
国
後
、
家
臣
吉
村
橘
左
衛
門
が
こ
の
地
を

治
め
た
。

 
 

ま
た
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
細
川
氏
が
封
ぜ
ら
れ
る
や
、
手
永
惣
庄
屋
の
制
度
を
布
い

た
が
、
同
一
五
年
四
月
、
北
里
伝
兵
衛
惟
宣
は
、
忠
利
に
仕
え
、
北
里
手
永
の
惣
庄
屋
と
な
り
、

そ
の
弟
、
下
城
十
郎
左
衛
門
は
下
城
手
永
の
惣
庄
屋
を
命
ぜ
ら
れ
、
小
国
が
わ
か
れ
て
両
手
永

の
所
管
と
な
っ
た
（
当
時
小
国
郷
の
領
地
は
二
七
か
村
で
あ
っ
た
）。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

八
月
、
藩
政
改
革
に
よ
り
二
五
か
村
を
合
し
て
、
黒
淵
村
・
満
願
寺
村
・
赤
馬
場
村
・
中
原
村
・

宮
原
村
・
宮
原
町
・
上
田
村
・
下
城
村
・
西
里
村
・
北
里
村
の
一
町
九
か
村
と
し
た
が
、
五
年
、

戸
籍
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
小
国
は
第
三
一
大
区
と
な
り
、
九
小
区
に
区
分
さ
れ
た
が
同
七
年

の
改
正
で
、
第
一
一
大
区
の
第
四
、
五
小
区
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
宮
原
町
は
宮
原
村
と
合
併

し
た
。
一
二
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
施
行
に
よ
り
、
北
里
村
と
西
里
村
は
一
行
政
区
域
と
な
っ

た
が
、
そ
の
他
は
独
立
し
て
一
行
政
区
域
を
な
し
た
。
一
七
年
の
改
正
で
赤
馬
場
・
満
願
寺
・

中
原
の
三
か
村
お
よ
び
宮
原
・
上
田
・
北
里
・
西
原
・
下
城
・
黒
淵
の
六
か
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
行
政
区
域
と
な
り
、
二
二
年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
宮
原
・
西
里
・
北
里
・
下
城
・
黒
淵
・

上
田
の
六
か
村
が
合
併
し
て
北
小
国
村
と
な
っ
た
が
、
昭
和
一
〇
年
四
月
一
日
、
町
制
を
施
行

し
て
小
国
町
と
改
称
し
た
。

 
 

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
一
〇
月
に
決
定
さ
れ
た
県
の
合
併
試
案
で
は
、
本
町
は
、
適
正

規
模
に
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
単
独
と
さ
れ
た
の
で
、
合
併
の
動
き
は
全
く
な
か
っ
た
。

三 
 

平
成
の
合
併
検
討
経
緯

四 
 

昭
和
以
前
の
合
併
検
討
経
緯

１ 
 

市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

２ 
 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯

市

制

・

町
村
制
前

市

制

・

町

村

制

後

現

在

ま
で

宮

原

村

上

田

村

西

里

村

北

里

村

下

城

村

黒

淵

村

北
小
国
村

小

国

町

小

国

町

（
明
二
二
・
四
・
一

新
設
）

（
昭
一
〇
・
四
・
一

町
制
施
行
）
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